
- 4 - 

 

松沢研究奨励賞受賞者 研究報告 
 

 授業づくりを通した学級づくりと児童理解を目指して 

     第５学年「環境をともに守る～水俣病が語りかけるもの～」の実践を通して 
 

            教育人間科学部学校教育課程  Ｈ18年３月卒 

                           横浜市立山元小学校 主幹教諭 小林 宏幸 

 

 

１ はじめに 

 本研究の主題は「授業づくりを通した学級づ

くりと児童理解を目指して」いくことである。

これは、私が勤務する山元小学校の学校研究に

もつながることであり、私自身もまさに目指し

ていることである。さらには、学校教育におい

て普遍的に大切なことだとも感じている。 

そこで本研究では、「授業づくりを通した学

級づくりと児童理解を目指して」いくとはどの

ようなことなのかについて、実践における具体

的な子どもの姿をもとに考えていきたい。 

 

２ 研究主題について 

山元小学校の学校研究で大切にしていること

と本研究主題とのつながりについて述べる。  

山元小学校では、学校教育目標「自分を大切

にできる子 共に生きる子 山元の子」の実現

に向けて、生活科・社会科の学校研究を柱に教

育活動を行っている。その根底にあるものは、

研究理念である「生活科・社会科を窓口とした

『学級経営』『児童理解』の研究」である。こ

れはまさに、本研究主題の「授業づくりを通し

て学級づくりと児童理解を目指していくこと」

と一致している。そのため、私は授業において

「子どもの考えを生かすこと」を心構えとして、

子どもの見とりを大切にした授業づくりに努め

ることを大切にして取り組んでいる。  

また、山元小学校では単元を通して注目した

い子どもを設定することや、社会科では「『そ

の子なりの納得の姿』を大切にした授業づくり」

を目指し、正解を求める学びではなく、子ども

たち一人ひとりが対話を重ねながら納得解を求

めて事象の本質に迫っていく学びを大切にして

いる。これらのことを踏まえ研究に取り組んだ。 

３ 研究主題に迫るために 

本研究では、本時の授業分析を中心として、

「本時の授業記録」を起こした。そして、具体

的な子どもの姿や教師の指導性をもとに、研究

主題に迫るための有効な手立てについて考察す

ることにした。手間がかかり遠回りのようでも、

授業記録を起こしその中に見られる子どもの姿

に学んでいくことこそが、授業改善していく上

で大切だと考えたからである。 

 

４ 実践と考察 

 ここからは実践をもとに考察を述べていく。 

(1)人の営みに焦点を当てた単元づくり 

本実践では、公害の中でも熊本県の水俣市で

起こった水俣病を取り上げ、水俣病の解決に生

涯をかけて尽くしてきたＳさんや取材に協力し

てくださったＫさんに焦点を当てて学習を進め

た。特にＳさんは、自分や家族が水俣病になり、

病気や差別と向き合いながら水俣のまちの人間

関係や環境の修復を目指してきた方である。こ

のＳさんの営みや生き方に寄り添いながら進め

ることで、子どもたちが学んだことを自分の生

き方に生かしていけるようにしたいと考えた。 

(2)見とりを生かした対話的な学びを通し

て、子どもから問題を生み出す 

本時では、第一次訴訟での裁判の場面を取り

上げ、多くの人が加害である工場の味方をする

ことやその状況下で本心を言えない住民もいた

ことを捉え、患者側の立場に立つことの難しさ

について考えていくことを目標とした。 

そこで、前時では、裁判当時の様子を子ども

たちが具体的に捉えられるように、自作の紙芝

居を資料として提示した。資料を通して子ども
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たちは、国が水俣病の原因は工場の排水である

と認定したにもかかわらず、多くの人たちが工

場の味方をして未だに患者を差別していること

について問題意識をもった。この前時での子ど

もたちの考えを見とり、本時では子どもたちが

対話的に学び合えるように、子どもの考えを生

かしていくことに努めた。 

本時の前半では、子どもたちが紙芝居をもと

に感じた思いや考えを自分の言葉で語る姿や、

自分の考えと友達の考えをつなぎながら学び合

う姿が見られた。その学び合いの中で、「国が

水俣病の原因は工場だと認めたのに、どうして

住民や役所の人たちはＳさんたちに差別を続け

たのか」という問いに焦点化することによって、

子ども同士の対話的な学びを通して、子どもか

ら新たな問題を生み出すことにつながった。 

(3)本時の振り返りの見とりから次時の計

画の修正へ 

本時の後半では「どうして住民や役所の人た

ちはＳさんたちに差別を続けたのか」という新

たな問題に対して、次のような資料を提示した。 

  【資料：本当のことが言えない住民の話】 

当時、水俣のまちに住むほとんどの人が「工

場のおかげで水俣のまちは成り立っている」と

考えていました。その中で、患者さんの味方に

なって助けたいと、心の中では思ってもできま

せんでした。助ければ、自分がいじめにあうか

らです。そして、時には自分も、本当はいけな

いと分かっていながら、周りに合わせて差別を

してしまうこともありました。 

この資料から子どもたちは「差別はいけない」

と言葉では簡単に言えるが、実際に患者の立場

に立つことの難しさを考えていった。ある子ど

もは次のように本時の振り返りを書いた。 

 Ｓさんたちを助けたいという気持ちがあって

も、いじめや差別を受けて自分が苦しくなって

しまうという気持ちの方が大きく、自分もまわ

りの人に合わせてしまうかもしれない。 

この姿は、Ｓさんや水俣のまちの状況を自分

事に引き寄せ「いじめや差別を受けている人が

いたとき、自分はどのように行動すべきなのか」

を自問自答しているように感じた。 

 このような子どもの姿から、本来の次時の予

定を修正し、取材で出会ったＫさんの言葉を伝

えることにした。その結果、子どもたちは「こ

のような状況に出合ったとき、自分はどうすべ

きなのか」について、Ｋさんの言葉をもとに自

分自身を見つめながら考えていった。 

 

５ おわりに 

 これはある子どもの単元の振り返りである。 

 ぼくはこの水俣病という単元がすごく深いも

のだと思いました。なぜなら、意見がすごく変

わるからです。最初は「工場が悪い」「何で毒

を海にいれたんだ」と思っていました。けれど、

Ｓさんたちが裁判で勝ったら工場で働いている

人は生活が苦しくなってしまいます。だから、

どちらを優先した方がいいか分からなくなりま

した。でも最後にはやっぱりＳさんたちを優先

して考えた方がいいと考えました。このように

意見がすごく変わることから水俣病はとても深

いものだと思いました。(略)このように水俣病

は、自分にとってすごく役立つ学習になりまし

た。もしぼくも住民たちと同じ状況になったと

したら、勇気ある発言者になれなくても勇気あ

る発言者を支えられるようにしたいです。 

 この振り返りからは、学級の仲間と学び合う

中で自分の考えが揺れ動き変容してきたことや、

ＳさんやＫさんの生き方に触れることで自分の

考え方や生き方の成長につながったことが伺え

る。また、本研究を通して研究主題を実現する

ためには、子どもの考えを見とり、授業の中で

生かしていくことや、授業の中で見えてきた子

どもの姿や振り返りから今後の学習計画を修正

していくといった「子ども･教材･授業をつなぐ

教師の指導性」が大切であることが見えてきた。 

最後に、研究主題である「授業づくりを通し

て学級づくりと児童理解を目指していくこと」

には、「こうすればうまくいく」というマニュ

アルはない。だからこそ、本研究のように子ど

もの具体的な姿をもとに自分の実践を振り返り

省察していくことが大切であると考える。これ

からも子どもの考えを生かし寄り添っていける

教師を目指して学び続けていきたい。 


